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高齢または胸腺摘出後の同種造血幹細胞移植レシピヱントにおける
CD4陽性T細胞動態の検討
CD4+ T ceJ1s in aged or thymectomized recipi回.tsof allogeneic s.tem cell 
.transplan色ations
[背景1CD4十CD25++FOXP3+制御性T細胞{問料拘ryT， Treg)は通常胸腺に由来するが
(na加ralTreg， nTreg)、末梢でナイーブ分画より誘導されるもの(inducedTreg， rτreg)も含まれ
ることが明らかになってきた。Tregは移植片対宿主病 (GVHD)の制御に対して極めて重要である
一方、近年高齢者に対する同穏造血幹細胞移植の必要性が増加している。だが、 nTregとiTregを
明確に区別するマーカーも存在しないため、胸腺退結後の高齢者も含め同種造血幹細胞移植のレシ
ピエントにおける官eg動態の詳細はこれまで不明であった。
[目的] 胸腺が造血幹細胞移植後の免疫再構築に果たす役割を明らかにするために、胸腺機能
が高度に低下または廃絶していることが想定される高齢者に加え、胸腺全摘出術から間もなく同種
造血幹細胞移纏を行ったレシヒ・ェントにおいてTregを含めたT細胞の種類・割合等を検討し、若
年者のレシピエントと比較した。
[方法] 同種造血幹細胞移植レシピエント 22例を 50j歳未満と 50歳以上に分け、移植後 1か
月で金主・eg(CD4+CD25highFOXP3+)および通常型T細胞 (conven.tional司Tcon;CD4+FOXP3.) 
をフロ}サイトメトリーにより定量した。さらに、移植後 12か月でTregとTconそれぞれのナイ
ーブ (CD45RA+)とエフzクター (CD45RA・)各分画を定量し、年齢一致健常者との比較も含めて
慢性G羽田の発症の有無と合わせて検討した。
[結果]胸腺金摘後に同種造血幹細胞移植を施行された例 (Case#100)も含め、全ての高齢レ
シピエントにおいてTregとτ'conの両者にナイーブPとエフェクターの各分画の細胞が検出された。
レシピエントにおける各分画のTreg比率は健常者よりも著明に少なかった。しかし、#100を含め
慢性GVHDを発症しなかった症例では、発症した症例との比較においては移植1か月後、既に全
Tregが有意に多く(P=O.04)、 12か月後にも特にナイープTJ..egが多い状憶が持続していた
(P=0.02)。逆にエフェクターτ'conは慢性 GVI王D発症例で多かった(P=0.02)。一方、若年と高齢
のレシピエントでτi:egおよひ'τbon比率には差を認めなかっ1た。
I結語I胸腺機能が廃絶した個体においても末梢で誘導されたナイープTregが供給され、GVHD
制御に寄与する可能性が示唆された.
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